
○

○

☆

☆

△

△

△

▼

▼ どちらのアプリもゴールがないので達成感を感じにくい。

＜学習のねらい＞

目と手の協応力を高める

操作することで出てくる音や動きを見て楽しむ

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

ホットケーキを指でなぞる際、下までしっかり指で操作できるように支援した

金魚は音を楽しむと同時に、動いている葉っぱや金魚を見れるように支援した

指でしっかりホットケーキを下までなぞることができた。楽しんで取り組めた。

水の音を楽しみ、積極的に手を動かすことができた。

もう少し操作性があって音を楽しめるようなアプリに取り組みたい(適度なものを探し中)

継続する中で、花や葉っぱが増えたり減ったりする変化に気づくことができた。

課題
アプリ「Wa Kingyo」(触ると水の音がする)

アプリ「パンケーキタワー」(指で操作して積み上げる)

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小Ａ H・Y

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

写真なし

小学部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

日常生活の指導 iPad、アプリ「DropTalk VPP」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小Ｂ I・A

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

本人の声を録音して、あいさつする。

＜学習のねらい＞

ドロップトークを使用して、出欠報告をする。

iPadの画面をタップする。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

１つはあいさつ画面、１つは報告画面の２画面を使用する。

教員が指示した方の本人の写真をタップする。

自分の写真（画面）を触るということは、分ってきた。

本人のあいさつの動き（手をあげる）を使い、分りやすくし、教員の指示が少なくても画面をタップできるようにす
る。

小学部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

＜学習のねらい＞

簡単な操作で結果がわかりやすい機器で手指の操作性を高める　（握る、親指を曲げる
等）

友だちや教員に向けて、発信する力を高める（発声）

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

教室から出る際に音声スイッチを押す。

教室内の仲間に音声や発声で伝え、「いってらっしゃい」と送り出してもらう。

二人ともスイッチを握ることができる。

音声の後に発声も見られるようになる。

握ってから親指で押す操作ができるように繰り返し活用していく。

教室移動時 手作りVOCA、おにぎりスイッチ

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小C H・S　K・R

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

＜学習のねらい＞

お祭りの動画を見てお祭りの雰囲気に気付く。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

iPadでお祭りの動画を大型TVに流す。

お祭りの雰囲気に気付くことができた。

おみこしやおどりの動画も導入で見ることで、好き・嫌いの反応をみることができた。

見るだけでなく、「タッチするとワッショイ言う」などすると、国語のねらいにせまれた。

国語・算数 大型TV、iPad

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小D グループ全員

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部



○

○

☆

△

△

△

▼
教室に暗幕をつけたが、隙間からの光で室内があまり暗くならなかった。もっと暗い方が、花火
がはっきりと見えた。

＜学習のねらい＞

iPadに視線を向けて、画面をタッチすることができる。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

花火の光や音をよく見聞きしていた。

何度もiPadの画面に手を伸ばしてタッチしようとしていた。

友だちの活動時、ホワイトボードに映る花火をよく見ていた。

「お祭りの最後に花火を打ち上げよう」という内容で、一人ずつ自分の花火を打ち上げ
た。

国語・算数
「なつのおとずれ」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小Ｅ グループ全員

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

 iPad
 超短焦点プロジェクター（ホワイトボード付）
 iPad Lightning アダプタ

小学部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

からだ iPad、パズルアプリ

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小F N・M

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

＜学習のねらい＞

目と手の協応を高める

集中して1人で取り組むことができる。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

配膳された給食の写真を使用した。

普段目にしている給食をパズルにしたことで興味をもって取り組むことができた。

集中して取り組むことができた。

小学部



○

☆

☆

△

△

▼

▼

生活
「おたまじゃくしを飼おう」

大型TV、iPad、meet

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小Ｇ グループ全員

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

＜学習のねらい＞

成長したおたまじゃくしを田んぼにかえす様子
をmeetで中継して児童が見られるようにする。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

meetでつないで、児童が学校で飼っていたおたまじゃやくしを田んぼにかえす
様子を見た。おたまじゃくしの旅立ちの会を行った。

おたまじゃくしを田んぼにかえす様子を見て、おたまじゃくしの旅立ちの
イメージが具体的にもてるようになった児童もいた。
どこに旅立つのか想像して教員に伝える児童がいた。
「元気でね、大きくなってね」と教員と声をかけられた。

実際にみることはできず、meetのため見えにくさもあった。

写真なし

小学部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼ 自分のまちの様子に対する気づきより、道順に意識がいってしまった。

＜学習のねらい＞

身近な地域の様子について、気が付いたことを発表する。

身近な地域の特色について知る。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

自分の家の住所を調べ、教員と一緒に検索する。

道をタップしながら、家の周りに何があるかを調べる。

自分の家の周りの様子が、画像を通してよく分かった。

見慣れた風景が出ることで、学習への意欲が高まった。

道を辿っていくには、操作が難しく、思ったように画面を動かせなかった。

社会「わたしのまち・みんな
のまち」

iPad

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小Ｈ O・K

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

 アプリ「Googleストリートビュー」

小学部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

＜学習のねらい＞

手と目の供応

手指の操作による気付き

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

担任が見本を見せる。

一緒に操作する➡　一人でやってみる

操作したことによる変化に気が付き、楽しむようになってきた。

画面を見て手指を動かすことが増えてきた。

画面の他の部分に干渉しまい、途切れてしまう。

自立活動
課題別学習

iPad、アプリ『お菓子タッチ』

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小A Y・H

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部



○

☆

☆

△

△

▼

自立活動
日常生活の指導

iPad　

アプリケーション「DropTalk VPP」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小B N・Y

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

＜学習のねらい＞

音声とイラストを手掛かりに、2択からやりたいこと1つを選ぶことができる。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

医療的ケア実施時の過ごし方、休み時間の過ごし方を、イラストと音声から選択する。

選択パターンは「絵本・iPad」「バギー・歩く」「トイレ・飲む」。

気管切開をしていて発声のない児童であるが、誰でも分かる表現のひとつとなっており、本児の
積極性も高い。

イラストでの選択が不確実な児童であるが、絵に加えて音声を手掛かりにすることで、概ね確実
な表現となっている。

表現の機会が、教員がiPadを提示する時に限られる。

小学部



○

○

☆

☆

☆

△

△

△

▼

生活「わたしのかぞく」 大型TV、iPad

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小F T・M　O・S
N・M　M・H

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

実態によって難しさもあった。

＜学習のねらい＞

家族や学校の友だち・教員に関心を持つ。

家族のことを写真から選んだり、教員や友だちに紹介したりする。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

学校の先生や友だちを探すために、1人１台のiPadを持って校内を探し、撮影した。

学校の先生友だちと家族を分けて貼り、家族の紹介をした。

紹介したい友だちがいる場合、その場で撮影し、すぐに画面に映し出すことができた。

1人１台あることで、好きな場所に撮影に行くことができた。

学校にいる先生や友だちと家族を比較して、分けることができた。

撮影したものを大型画面に映し、紹介をした。

児童がipadで撮影したものを印刷して、使用した

小学部



○

○

☆

☆

△

△

▼

＜学習のねらい＞

児童自ら作りたいものを選択し、手順を見て作ることができる。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

作りたいものを選び、その絵か文字を押すと、手順が表示される

戻るときには、戻るボタンを押す。

児童がお寿司屋さん気分で取り組むことができた

６種類ある中、作りたいものの手順表しか表示されないため、児童にとって見やすくすることができた。

iPadを個々に配布するため集中がiPadに向いてしまう児童がいた。

図工 iPad、アプリ「PowerPoint」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小G 小GHグループ全員

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

音楽 iPad、アプリ「Google Meet」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小訪問① M・K

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

＜学習のねらい＞
在宅訪問の友達を知る　〇友達を意識する

積み重ねてきた学習の汎化の場とする

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

タブレットによるリモート合同授業(学校と訪問生徒2名をつなぐ）

学校がMTとなり、学校からのピアノ伴奏に合わせて器楽合奏をする。

画面から聞こえる音色に意識を向け画面を見ることができた。

友達の動きを見て「真似してみよう」という気持ちと行動が表出された。

セッティングに時間がかかる。

小学部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

＜学習のねらい＞

訪問の友達を知る　　

集団学習の楽しさを知る

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

リモートによる交流授業

友達の顔をよく見ていた。

本児童は映像・写真不可のご家庭のため、リモートでは映像を出さずに参加。そのため本児童
は他の児童生徒の顔は見ることができるが、他児童生徒は本時の顔を見ることができない。そ
の対応策として授業後、保護者に確認したうえでビデオ動画を撮影し、動画交換をした。

算数 iPad、アプリ「Google Meet」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小訪問② A・Y

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

写真なし

小学部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

＜学習のねらい＞

くらしの中でどんな仕事があるのかを知る。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

プリントのイラストでどんな仕事なのかを考えた後、動画を見る。

動画を見て分かったことをプリントにまとめたり、感想を書いたりする。

興味をもって学習に取り組むことができた。

実際の仕事を動画で見ることで理解しやすくなった。

情報量が多いため、重要なところがどこか伝わりにくいところもあった。

社会「はたらく人とわ
たしたちのくらし」

iPad、小型TV(Apple TV)

サイト「NHK for school」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小Ｈ Ｏ・Ｋ

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部


